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　 1 序

　石膏や 石 膏 コ ン ク リ
ートをマ トリ ッ クス とす る部材 で

は ， 鉄筋 コ ン クリ
ー

トと同 じように金属骨組で補強して

利用す る こ とが 考 え ら れ る 。ア メ リカ で は ワ イ ヤー
メ ッ

シ ュ で補強 した 石膏 コ ン ク リ
ー

トの屋根ス ラ ブや石膏プ

レ キ ャ ス ト板 を使 っ て お り
1），高強度 をもつ 石 膏 を金属

骨組 で 強化 し構造的 に利用す る こ と は 十分実用性 が あ

る
2）・3）。ま た 鉄筋だ け で な く，加 工 性 の 良 さに 加 え て省

エ ネ ル ギーと い う観点か ら建材への 利用 に 力 の 注 が れ て

い るア ル ミニ ウム 合金 を補強筋 とする石膏 コ ン ク リ
ート

な ど， 興味深 い 課題 で ある。

　そ こ で ， 石 膏 マ トリ ッ クス を金属骨組で 強化す る 方法

と ， ア ル ミニ ウム 筋に よ る金属骨組で 無機マ トリ ッ ク ス

を強化す る 方法を調べ る 目的 で，石 膏ペ ー
ス ト ・

石膏軽

量 コ ン ク リ
ート 。セ メ ン ト コ ン ク リート等の 無機マ ト リ

ッ ク ス を ， 丸鋼 ・異形棒鋼 ・ア ル ミニ ウム 丸筋 ・
ア ル ミ

ニ ウ ム 異形筋に よ る 金属骨組で 強化 し た は りの 曲げ試験

を行な い
， 考察を加えた 。

　本報で は ，行 な っ た 試験 の 概要 と結果 を示 し ， 次報 に

お い て そ の 考察 を述 べ る。

　 2　試験 の 概 要

　は りの 曲げ試験に は ，模型は リ シ リ
ーズ と実大 は リシ

リーズ 1 ・皿・皿 がある。 模型は リシ リーズは予備的 な試

験 で ，引張筋 を丸鋼 ・
ア ル ミニ ウム 丸筋 ・異形棒鋼 ・ア

ル ミ ニ ウム 異形筋に変化 させ る こ とに より，
マ トリ ッ ク

ス と補強筋の 付着性能 に よ っ て 左右され る付着破壊 の 検

討 を 目的 と し て い る。実大は リシ リーズ は，石膏ペ ー
ス

トや石膏軽量 コ ン クリー トによる マ トリ ッ ク ス を金属骨

組 で 強化 し た は り と，無機マ ト リ ッ ク ス を ア ル ミニ ウム

筋で強化したは りの 耐力と変形性状を調べ る こ とを目的

と して い る。なお実大は りの 実験で は ， 同寸法 の 鉄筋 コ

ン ク リートの は りに 関す る 試騨
｝
を参考 に して い る。

　2−1　は りの 詳細

　 a 　 模型 は リシ リーズ

表一1 模型 は りの 金 属骨組 と マ ト リ ッ ク ス
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　模型 は リシ リ
ーズ で は，表

一1 の よ うに 4 種類 の 金属

骨組に 4 種類の マ トリ ッ クス を組み合せ た 5x10 × 80

cm の 寸法 の は り を用 い た 。

　 b　実大は リシ リーズ 1 ・1 ’皿

　実大は リシ リ
ーズ で は，表

一2 に示す ように 石膏ペ ー

ス ト ・石膏軽量 コ ン ク リート・セ メ ン トコ ン ク リート ・

セ メ ン ト軽量 コ ン ク リートをマ トリ ッ ク ス とし ， 金属骨

組 に シ リーズ 1 で は異形棒鋼を，シ リーズ 皿 で は ア ル ミ

ニ ウム 丸筋を，シ リーズ 皿 で はア ル ミ ニ ウム 異形筋を使

五・た 15 × 20x160 　cm の 寸法 の は りを用 い た。

　2−2 試料の詳細 と マ トリ ッ クス の 調合および供試体

　　　　の 作成

　用い た 試料の 詳細 を表
一3 に ， ま た マ トリ ソ クス の 調

合を表
一4 に示す。供試体の 作成は ，

マ ト リ ッ クス を混

練後金属骨組 を組み込 ん だ は り型枠 と，圧縮 ・引張 ・付

着試験用 の 別途供試体型枠に棒状バ イ ブ レ ータ
ー

を作動

させ な が ら打設 し ，模型 は り・で は 翌 日 脱型後 20℃ 65±

10％RH の 条件で 28〜34 日間養生 を行 な い ， 実大は り

表一2 実 大 は りの 金 属骨組 とマ ト リ ッ ク ス
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表一3　試　半1一　言羊　糸田
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衷一4 マ トリッ クス の 調合
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図
一1 模型 は り の 曲げ試験装置
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図
一4　マ ト リ ッ グス の 試 験

一 藁
　 ↓

付　層

で は 2 日後脱型 し，石 膏 マ ト リ ッ ク ス の 場合は 20℃ 65

± 10％RH の条件 で ， セ メ ン トマ ト リ ッ ク ス の場合は 室

内で 26〜27 日間養生 した 後試験を行な っ た 。 は り供試

体は 2 体あり，別途供試 体はそれぞれ 3 体 で 付着試験 に

っ い て は 水平配筋 を3 体と し参考の た め垂直配筋を 1体

加えた 。

　2−3　試験装置と測定方法

　模型 は りの 曲げ試験 は 図一1 に示 す 装置 を用 い ，200

kg お き に荷重 を止 め て 変形 を測定 し 発生 した キ レ ツ を

供試体表面 に 記録 し た 。実大は りの 曲げ試験で は 図一2

に 示す装置を用 い ．図一3 に示す よ うな順序 で
一

方向繰

返 し載荷し，最初た わ み が 11nm に な る ま で は 200　kg

おき に それ以後は 400kg おきに荷重 を止 め て ， たわみ

と歪度 また 発生 した キ レ ツ を供試体表面 に 記録 し た 。
マ

トリ ッ クス の 別途供試体の 試験で は ， 図一4 の よ うに圧

縮の 場合コ ン ク リートの 圧縮強度試験方法
5 ）を参考に ，

載荷初期 の 歪度 を供試体対面上に張 り付けた 2 枚 の ス ト

レ イ ン ゲージ か ら読み取 り，最大荷重付近 か ら破壊 に至

る ま で の 変形を変位計 また は ダイ ヤ ル ゲージ を用 い て記

録 し た。引張 の 場合 は シ リ ン ダー供試体を用 い た 割裂引
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張
6）に よ り，ま た付着 は補 強筋 の 引き抜きη に よ り試験 を

行な っ た 。 金属骨組の 引張試験は ， 金属材料引張試験方

法
8 ，に 基 き，主筋に つ い て は ス トレ イ ン ゲージ を用 い て

荷重に対する歪度 を測定し た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表一5

　3 試 験 結 果

　3−1　別途供試体の試験結果

　別途供試体 に よ る マ ト リ ッ ク ス の 比重 ・ヤ ン グ係数 ・

圧縮強度 ・引張強度 ・付着強度 の 試験結果を表
一5 に ，

マ ト リ ッ ク ス の 試験結 果

引 張 強胴 付 着 強 度 　　　恥呂
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ま た 圧 縮応力度 と歪度 の 関係 を図
一5 に 示 す 。 金属組組　　シ リ

ーズ エ・1 ・］1 の 主筋 の 引張応力度 と歪度 の 関係を図

に 使 っ た補強筋 の 有効断面積 ・降伏点 ・引張強さ ・破断　　一6 に 示す 。

伸び ・ヤ ン グ係数 の 試験結果 を表
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　 a 　模型は り

　図
一7 に 模型 は りの 荷重 に対す る 中央た わ み ・マ トリ

ッ ク ス 引張歪度 ・引張筋端部相対す べ りの
．
試験結果 の 例

を，ま た試験後の は り供試体の 例を写真一1 に 示す。

　 b　実大 は り

　実大は リシ リーズ 1 ・1 ・M の 荷重 に 対する中央 た わ み

と歪度 の 試験結果 と ， また 試験後 の は り供試体の 代表例

を 図一8〜10 と写真一2〜4 に 示す。

　4　結　　　び

　無機 マ ト リ ッ ク ス の 金属骨組強化を調 べ る 目的で ，着

膏 マ ト リッ ク ス を金 属骨組で 強化 した は り と，無機 マ ト

リ ッ クス をア ル ミニ ウム 筋 に よ る金属骨組で強化 した は

りの 曲げ試験を行な い
， その 結果 を示 し た 。

試験結果 の 検討とそ の 結論 は 次報 で 報告 の 予定 。
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P ，。 P 。 ， ti， 、 。 f　 the 、e　m 。1。 11i，　，．k 。1・t。 。 。 ・ ei ・f曜 d　i・・D ・g ・ ni ・ IT・・t・i・ e ・ ・t・u ・t・ … ．Th … a ・… m ・ se ・i・ ・ in　th … p ・・i−

、。 ent ．　 In　th 。 。 maU ，i。 。　b。 a 、n ， 。 r］、
・
。　th。　f，。。tu 、e　by　b。nd 　d・ ・t・ u ・ ti・ n 　b・ twecll 　 m ・t・ix ・nd ・ einf … i・・g　tensil・ b・・r …

。。。 min 。d．　 S。． 1。 sLll 、nd 皿 。 ， e 。 nt1 、en 。 tu・・1 ・i・ eb ・ ・皿 ・．　 F ・ ・ … i・・ ldef ・・m ・d ・t・ el　 b… ke1・t・… nd

Gypsum 　paste　or 　Gypsum 　light　weight 　aggregate 　concrete 　matrices ，　for　se τies　H　round 　aluminium 　bar　skeletons 　and

cement ‘
・
unerctc ，　Gypsum 　paste　and 　Gypsum 　light　weight 　aggregate 　 concrete 　 matrices ，　 and 　for　 series 　HI　deformed

aluminiuln 　bar　skeletons 　and 　cement 　concrcte ，　Gyps 皿 m 　paste 　and 　Gypsum 　light　weight 　aggregate 　eon ．　cTete 　matrices 　are

us 【
・d、　In　the　study 　the　bending　Perforluallcc　of 　the 　nietalHc 　skeleton 　reinfo τced 　inorgallic　lnatrix 　structure 　are

estimated 　 alld　the　ba3is　idea　needed 　tQ　design　the　 Ine ！nbers 　having　these　structure 　 are 　indicated．

　　In　this　paper 　experil 皿 ental 　results 　are 　show 【1　and 　theoretical　 analysis 　will 　be　reported 　irl　the　next 　paper （Part

11）．
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